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大伴家持「放逸せる鷹を思ひ、夢に見て感悦して作る歌」
―その「矢形尾」をめぐって―
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〈論文要旨〉
　万葉集巻十七に載る、「放逸せる鷹を思ひ、夢に見て感悦して作る歌」（万葉集　1（・4011―5）は、
長編（105 句）の長歌に反歌四首を合わせ、さらに詳細な左注を持つ家持屈指の大作である。当
該歌で、家持は、これまで主題とされることのなかった「鷹」を詠む。 ここで主題とされる鷹は、
「矢形尾（原文表記）」（4011・4012）と詠まれる。また、後に家持が詠む、もう一つの鷹を主題
とする歌「八日に、白き大鷹を詠む歌」（1（・4154―5）においても、その鷹は「矢形尾乃　麻之
呂能鷹乎（原文表記）」（4155）とされている。これらのことから、家持において「矢形尾」と
いうのは、鷹の要件であったのであろう。しかしながら、「矢形尾」の理解については、鷹書、
歌学書を承けて、万葉集注釈史のなかで積み重ねられてきたが、未詳である。
　本稿は、従来の万葉集注釈史を再検討することにより、「矢形尾」についての一案を述べるも
のである。
Manyo-syu  vol.17（4011 ～ 5）
─ About “Yakatao（矢形尾）” in a Choka（4011）
and aTanka（4012）─
Shiori HANAI
〈Keywords〉
① Manyo-syu　② Manyo-syu vol.1（　③ Otomo no Yakamaoti（大伴家持）
④「矢形尾（Yakatao）」
〈Abstract〉
  This study considers “Yakatao（矢形尾）” which appears in Manyo-syu, vol.1（（4011-5）.
  Although it has been explored referring to “books on hawk（鷹書）” and “books on waka（和
歌） poetics（歌学書）”, what exactly “Yakatao”? means is still unclear. I will offer an 
interpretation of “Yakatao” by reexamining past studies of Manyo-syu.
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大伴家持「放逸せる鷹を思ひ、
夢に見て感悦して作る歌」
─その「矢形尾」をめぐって─
花井しおり
　　　　　
思
二放逸鷹
一夢見感悦作歌一首并短歌
Ⅰ
　
大君の
　
遠の朝廷そ
　
み雪降る
　
越と名に負へる
　
天離る
　
鄙
にしあれば
　
山高み
　
川とほしろし
　
野を広み
　
草こそ繁き
　
Ⅱ
　
鮎走る
　
夏の盛りと
　
島つ鳥
　
鵜養が伴は
　
行く川の
　
清き瀬
ごとに
　
篝さし
　
なづさひ上る
Ⅲ①露霜の
　
秋に至れば
　
野もさはに
　
鳥すだけりと
　
ますらをの
　
伴誘ひて
　
鷹はしも
　
あまたあれども
　（
B）
矢形尾乃（原文
表記）
　
我が大黒に〈大黒者、 （
A）
蒼鷹
之名也
　
原文表記〉
　
（
C）
白塗の
　
鈴取り付けて
　
朝狩に
　
五百つ鳥立て
　
夕狩に
　
千鳥踏み立て
　
追ふごとに
　
許すことなく
　
手放ちも
　
をちも
かやすき
　
これをおきて
　
またはありがたし
　
さ馴へる
　
鷹は
なけむと
　
心には
　
思ひ誇りて
　
笑まひつつ
　
渡る間に
Ⅲ②狂れたる
　
醜つ翁の
　
言だにも
　
我には告げず
　
との曇り
　　
雨の降る日を
　
鳥狩りすと
　
名のみを告りて
　
三島野を
　
そが
ひに見つつ
　
二上の
　
山飛び越えて
　
雲隠り
　
翔り去にきと
　
帰り来て
　
しはぶれ告ぐれ
Ⅲ③招くよしの
　
そこになければ
　
言ふすべの
　
たどきを知らに
　
心には
　
火さへ燃えつつ
　
思ひ恋ひ
　
息づき余り
　
けだしくも
　
逢ふことありやと
　
あしひきの
　
をてもこのもに
　
鳥網張り
　
守部を据ゑて
　
ちはやぶる
　
神の社に
　
照る鏡
　
倭文に取り添
へ
　
乞ひ禱みて
　
我が待つ時に
Ⅲ④娘子らが
　
夢に告ぐらく
　
汝が恋ふる
　
その秀つ鷹は
　
松田江
の
　
浜行き暮らし
　
つなし捕る
　
氷見の江過ぎて
　
多祜の島
　
飛びたもとほり
　
葦鴨の
　
すだく旧江に
　
一昨日も
　
昨日もあ
りつ
　
近くあらば
　
今二日だみ
　
遠くあらば
　
七日のをちは
　
過ぎめやも
　
来なむ我が背子
　
ねもころに
　
な恋ひそよとそ
　
夢に告げつる（四〇一一）
（橋本達雄氏『全注』巻第十七
　
の段落構成による）
矢形尾能（原文表記）の
　
鷹を手に据ゑ
　
三島野に
　
狩らぬ日まね
く
　
月そ経にける（四〇一二）
二上の
　
をてもこのもに
　
網さして
　
我が待つ鷹を
　
夢に告げつも（四〇一三）
松反り
　
しひにてあれかも
　
さ山田の
　
翁がその日に
　
求めあはず
けむ（四〇一四）
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心には
　
緩ふことなく
　
須加の山
　
すかなくのみや
　
恋ひ渡りなむ（四〇一五）
右、射水郡古江村取
二
獲（
b）蒼鷹
一。 （
a）形容美麗、
（
c）鷙
レ雉秀
レ群也。→Ⅲ①
於
レ時、養吏山田史君麻呂、調試失
レ節野
 獦
 乖
レ候。搏
レ風
之翹、高翔匿
レ雲、→Ⅲ②
腐鼠之餌、呼留靡
レ驗。於
レ是、張
二設羅網
一、窺
二乎非常
一、
奉
二幣神祇
一、恃
二乎不虞
一也。→Ⅲ③
粤以夢裏有
二娘子
一。喩曰、使君勿
下作
二苦念
一、空費
中精神
上、
放逸彼鷹獲得、未
レ
幾矣哉。須臾覺寤、有
レ
悦
二
於懐
一。因
作
二却
レ恨之歌
一、式旌
二感信
一。→Ⅲ④
守大伴宿祢家持
　［九月廿六日作也］
（ 『新編全集』によるが、長歌結句「いまに」を「夢に」と私に改めた）　
右は、大伴家持の「放逸せる鷹を思ひ、夢に見て感悦して作る歌」
（十七・四〇一一―五）である。左注には、 「 （天平十九年）九月廿六日作也」という日付記載を持つ。当該歌は、前年秋の越中赴任後、初めての上京から帰任後の家持最初の作として万葉集に載る。この
時期、 『続日本紀』天平十七年九月十九日の条には、　　
癸酉、……天皇不豫したまふ。……諸国をして有てる鷹・鵜を並びに放ち去らしむ。
と見えることから知られるように、家持の越中国も鷹を所有していたと解され 。その鷹は、中央の兵部省所属 主鷹司に貢献されていたこ が、 「平城京二条大路出土木簡」 、 「天平十年筑後国正税帳」から知られる。左注に記される「守大伴宿禰家持」にとって「放逸せる鷹」は、重要な貢献物であっただろう。　「鷹」を、 家持はこの時初めて主題とする。当該歌において「大黒」と名付けられた家持の鷹の様態は、 「矢形尾」と長歌、第一反歌
（四〇一二）で繰り返される。　
また、家持にもう一首のみ見える鷹を主題とする歌「八日、詠
二
白大鷹
一歌一首并短歌」 （十九・四一五四―五）においても、その鷹
は「矢形尾
000
乃
　
麻之呂能鷹乎（原文表記） 」 （四一五五）とされてい
る。　
これらのことから、家持において「矢形尾」というのは鷹の要件
であったと解されてよい。 「矢形尾」の理解については、鷹書、歌学書を承けて万葉集註釈史で積み重ねられてきた。けれども 最新の注釈 、阿蘇瑞枝氏の『万葉集』においても、　　
大系補注は、尾の斑の形が軸の方から見て八文字の形になっているものをいうようである。屋形に似るからヤカタヲという、とする。別に、矢羽の形をした尾はね、など、諸説があって定まらない。
と、 「大系補注」を引用していわれるように、現在も は、
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鷹の尾羽の「斑の形」をいう理解と「矢羽の形」とする理解とがあり、定まってはいない。　
そこで、本稿では従来の説を再検討することにより、 「矢形尾」
の理解についての一案を述べてみた 。
　　
一
　　
鷹狩り用の「鷹」
　
当該歌の特徴は、一〇五句という長編の長歌に、反歌四首を合わ
せ、さらに長歌 内容を反芻したような長編の左注を持つこ である。最初に、橋本達雄氏の『全注』巻第十七の段落構成、長歌をⅠ～Ⅲの三段落とし、さらにⅢを四つの部分に分けて掲出した。の冒頭、Ⅰ・Ⅱにそれぞれ詠まれる、越中 自然の描写・夏の鵜飼が、左注に対応箇所が見られない以外は 長歌と左注の表現内容は順に対応してい （左注のⅠ～Ⅲ及び長歌Ⅲの①～④は花井による） 。　
長反歌に繰り返される「矢形尾」は、 「大黒」と名付けられた家
持の鷹の形容と解される。鷹のそれは 次に掲げるように左注冒頭部分にに簡潔に述べられている。
右、射水郡古江村取
二
獲（ａ）
蒼鷹
一。 （ｂ）
形容美麗、 （ｃ）
鷙
レ雉秀
レ群也。
　
左注の傍線部（ａ）～（ｃ）は、長歌の（
A）～（
B）にそれぞ
れ対応する（左注（ｂ）と長歌（
B）の対応については後述） 。左
注の記載に従って、 ａ から順に見てゆく。
　
左注（ａ） 、長歌（
A）に見える「蒼鷹」は、 『芸文類聚』 （巻
九十一
　
鳥部中
　
鷹）
 に、
　　
廣志曰、有
二雉鷹
一、有
二菟鷹
一。一歳為
二黄鷹
一、 二歳撫鷹、三歳
青鷹、胡鷹獲麞。
とみえる（注一）ように、三歳の鷹のこと。　『箋注倭名類聚抄』 （巻七
　
羽族部） 、 「廣雅云、一歳名之黄鷹、二
歳名之撫鷹、三歳名之青鷹白鷹〈漢語抄云、大鷹、於保太加、兄鷹勢宇、今案俗説雄鷹謂之兄鷹、
雌鷹之大鷹也
〉 」に引く、 「漢語抄」
によると 三歳の雌鷹と解される。 『釈注』には 「鷹猟には雌の方が大きくて適切」とも見える。　
左注（ｃ） 「鷙
レ雉秀
レ群也」は、獲物である「雉」を捕る能力が
優れていることをいい、長歌（
C） 「
白塗の
　
鈴取り付けて
　
朝狩
に
　
五百つ鳥立て
　
夕狩に
　
千鳥踏み立て
　
追ふごとに
　
許すこと
なく
　
手放ちも
　
をちもかやすき
　
これをおきて
　
またはありがた
し
　
さ馴へる
　
鷹」に対応していると見做される。
　
このように鷹に鈴を付けることは、諸注釈書も引くように、次に
掲げる「仁徳紀」 （注二） （四十三年九月一日条）に、　　
四十三年秋九月庚子の朔に、依網屯倉の阿弭古、異鳥を捕へて天皇に献りて曰 く、 「臣、毎に網を張りて鳥を捕ふるに、未だ曾て是の鳥の類を得ず。故、 奇しびて献る」とまをす。天皇、酒君を召して鳥を示せて曰はく、 「是 何鳥ぞ」とのた ふ。酒君、 対へ 言さく、 「鳥を号けて此の鳥の類、 多に百済に在り。馴け得てばよく人に従い 亦捷 飛びて諸鳥を掠む。百済の俗、此の倶知と曰ふ」とまをす。 〈是、 今時の鷹なり〉
 乃ち酒君（花
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井注：百済王の族）に授けて、養ひ馴けしめたまふ。幾時もあらずした馴くること得たり。酒君 則ち韋の緡を以ちて其の足に著け、小鈴を以ちて其の尾に著け、腕の上に居ゑて天皇に献る。是の日に、百舌鳥野に幸して遊猟したまふ。時に雌雉、多に起つ 乃ち鷹を放ちて捕らしむ。忽ちに数十の雉を獲つ。
と見える。これにより、鷹狩、鷹狩りのための鷹の調教法は百済から伝来したということがわかる。その他、 『播磨国風土記』 （注三）揖保郡条には、　　
鈴喫丘。鈴喫を号くる所以は、品太の天皇のみ世に、この岡に田したまひしに、鷹の鈴堕落ち、求むれども得ず。故れ 鈴喫岡と号く。
という地名起源説話が載る。さらに、万葉集にも、　　
都武賀野に
　
鈴が音聞こゆ
　
可牟思太の
　
殿の仲郎し
　
鳥狩す
らしも（十四・三四三八）
の例がある。　
このように鷹に鈴をつけて鷹狩りを行うことは、六、 七世紀のも
のとみられる尾羽に鈴をつけた鷹を肩に止まらせて る人物埴輪の出土例（注四）からも肯われる。　
一方、左注にいう鷹狩りの獲物を「雉」とすることは、先掲「仁
徳紀」 （四十三年九月一日条）の他にも、小島憲之氏（注五）が掲
げられる次の例が見える。　　
昔有善宗郎眞骨貴人也。少好
二殺生
一、
放
レ鷹摯
レ雉、雉出
レ涙而
泣感…（第一板、内面）
「新羅皇龍寺九層木塔刹柱本記」
（黄壽永氏編著『韓国金石遺文』一九七六年刊）
　　
春秋考異郵曰、金伐
レ木、故鷹撃
レ雉
（ 『淵鑑類函』鳥部五、鷹）
　
見てきたように、先掲左注の鷹の形容部分は、長歌のⅢ①に対応
する。先掲左注において残る（ｂ） 「形容美麗」に対応するのは、長歌Ⅲ①、 （
B） 「矢形尾乃」と解するのが妥当であろう。 「矢形尾」
は、 「形容美麗」とされる、鷹の姿の美しさをいうと見られる。　「矢形尾」の鷹は、家持が歌及び左注でいうように、鷹狩りのためのもの（ （ａ） （
A） 、 （ｃ） （
C） ）であり、なおかつ「矢形尾」と
形容される「美麗」な鷹と解される。二「矢形尾」の理解
　
─「尾羽の形」と「尾羽の斑」─
　「矢形尾」については、古来、鷹書、歌学書の説を承けて進められてきた。しかしながら、先述のように 現在も「矢形尾」の理解
一
　『初学記』 （巻三十
　
鳥部
　
鷹）にも、 「廣志曰、鷹一歳為
レ黄、二歳為
レ撫、三歳為
レ青。 」と見える。
二
　『日本書紀』の引用は、以下すべて『新編日本古典文学全集
　
日本書記』による。
三
　『風土記』の引用は、以下すべて『新編日本古典文学全集
　
風土記』による。
四
　
加藤秀幸氏「鷹・鷹匠・鵜・鵜匠埴輪試論」 『日本歴史』第三三六号
　
一九七六年
五
　「本文校訂をめぐって―家持の蒼鷹の歌を中心として―」『美夫君志』第三十四号
　
一九八七年四月
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は、 「矢形」とされるのが、尾羽の形そのものなのか、尾羽根の模様（斑）なのか、定まってはいない。その両説の主 ものを次に掲げる。　
まず、 「尾羽の形」そのものとする説を掲げる。
い
　
藤原範兼『和歌童蒙抄』 （一一四五年） （注六）
　　　
萬葉十七にあり。やかたをとは矢形尾とかけり。やのかたに似たる尾のある也。
ろ
　
橋本達雄氏『全注』巻第十七
諸説あって明らかでない。
尾の羽が矢の羽根の形をしている
鷹、尾の斑文の形が矢の羽根のように軸 ら八の字形になっている鷹、などの説がある。前者が素直であろうか。
は
　『新編全集』
　　　
矢羽の形をした の 羽。
に
　『新大系』
　　　
「矢形尾」は尾の羽根が矢の形をしているので言うのだろう。
　
これらを見る限りにおいて、 『和歌童蒙抄』の例が特立して古い
他は、近年のものであり、尾羽根の「形」とする論拠は、 「矢形尾」という表記による と解される。　
次に、もう一方の、尾羽根の「模様（斑） 」する説を掲げる。
イ
　
嵯峨天皇撰『新修鷹経』上
　「相体別法」 （注七）
　　　
凡尾者。欲
二本末倶
襛
而強直
一。承尾柔細。而饒密如
二白綿
一。
尾魁
襛
而如
レ
甲。
其箭像町像尾者。不
レ
関
二
吉凶
一。或曰。箭
像尾者良揚。
 搉
 而論不
二必吉
一也。
ロ
　
藤原清輔『奥義抄』 （平安後期）
　　　
やかたをとは のふの矢の羽のやうにさがりふにきりたるたかなり。集には矢形尾とかけり。
ハ
　
顕昭『詞華集注』 （一一八三年）
　　　
ヤカタヲノタカトハ、萬葉ニハ矢形尾ト書リ。尾ニサガリフトイフ文ノ有也。
鷹相経ニハ
箭像尾、町形尾トイヘリ。ソレ
ヲヤカタト云詞ニソヘタリ。
ニ
　
顕昭『袖中抄』 （一一八六～一一八七年）
　　　
顕昭云、やかたをとは
鷹の相経
には屋像尾（注八） 、町像尾
とて二つの相をあげたり。
屋かたとは屋の棟の様にさがりふ
にきりたるを云、町かたと 田の町のやうによこざまにうるはしう なるべし。 （略）うるはしく尾のふの文にてあるべき也。 （略）萬葉集には此歌を矢形尾と書り。さがり符の様同じ心也。
　　　
綺語抄云、尾にさが ふと云物の有を云也。おほやかたをふのちがふ也。こやかたを、おほやかたをよりはちひさくきこ
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ゆる也。
　　　
童蒙抄云、やのかたに似たるをのある鷹也
　　
奥義抄云、尾のふ 矢の羽の様にさがりふに切たるたか也。
ホ
　
未詳『五代勅撰』
　　　
ヤカタヲノタカトハ 萬葉ニハ 形尾トカケリ。尾ニサガリフトイフ文ノアル也。
鷹相経ニハ箭像尾、町形尾トイヘリ。
ソレヲヤカタト云詞ニソヘタリ。
ヘ
　
上覚『和歌色葉』 （一一九八年）
　　　
やかたをとは尾の文の矢の羽のやうに、もと 方ざまにきりたる鷹なり。矢形 とかけり。
ト
　『仙覚抄』 （一二六九年）
　　　
ヤカタヲトハ尾ノフノ矢羽ノヤ ニモトノカタサマニキ タル鷹也
チ
　
根津常安『禰津松鷗軒記』 （足利末期） （注九）
　　　
一
　
やかた尾と云は尾の数十三有。尾のふの切様八文字也。
三ふきりにだんだんしろく。こますりのごとく星有べし。
リ『代匠記』初稿本　　　
やかたをのあか大くろに。鷹の尾にさかりふととて、符のすちかひに、もとの たさまへきりたるを、やかた尾 はいふなり。大黒符といふは、尾すけの毛まて符 きりたるをいふとなり。
ヌ
　『代匠記』精撰本
　　　
矢形尾ハ、袖中抄ニ、鷹ノ相経ヲ引テ 屋像尾町像尾ノ事ヲカヽレタレト 此集ニ今モ反哥ニモ第十九ニモ三所一様ニ矢形尾ト書キ ハ、相経ノ説用ヘカラス。
奥義抄云。尾ノフ
ノ矢ノ羽ノヤフニサカリフニ切タル鷹ナリ。綺語抄童蒙抄ノ説大カタ此ニ同シ。
　
イの『新修鷹経』は、 「弘仁九年（花井注
　
八一八年）五月
二十二日」の奥書を持ち、嵯峨天皇から鷹所に下賜された日本最初の鷹書である。その「相体別法」は、鷹の総体を、首、眼等々に分けて、それら一つ一つについて詳細に論じている。掲出部分、 「凡
七
　『群書類従』第十九輯
　
鷹部
  
八
　『袖中抄』は、 「鷹の相経には屋像尾、町像尾とて二つの相をあげたり。屋
0
かたとは屋の棟
000
の様にさがりふにきりたる
を云」というように、 「鷹の相経」すなわち『新修鷹経』を引用するが、 「箭」を 屋」とし、 「屋の棟」としている。
九
　『群書類従』第十九輯
　
鷹部所収で、 「やかた尾」 、 「まちか
た尾」の図を載せる。
　　
なお、 「鷹書解題」 （ 『放鷹
　
新装版』吉川弘文館
　
平成二
二年）には、この書を「鷹の名称、毛名所、斑かはり見玉、鷹狩、鷹架、架衣、繋ぎ様、鳥屋、大緒、足緒、をき縄、
餌袋より鷹の礼儀などを一つに書せるもの。足利末期に根津常安の記せるもの。それより屋代越中守秀政に、秀政より諏訪因幡守頼水に傅へたること慶長九年の奥書に見ゆ。 」と解説する。
大伴家持「放逸せる鷹を思ひ、夢に見て感悦して作る歌」─その「矢形尾」をめぐって─ 
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尾者云々」以下、尾の羽毛の硬軟、色について解説している。その後、歌学書など（ハ ニ、ホ、ヌ）が引用する（二重傍線部
　
傍線
花井） 。 「弘仁四年」という成立 からしても、 『新修鷹経』は注意されてよい そこで、 『新修鷹経』の記述を改めて検討してみたい。三
　「矢形尾」の鷹
　
─『新修鷹経』
　『新修鷹経』の「矢形尾（箭像尾） 」について言及する部分を再び掲げる。　　
凡尾者。 （イ）
欲
二
本末倶
襛
而強直
一。（ロ）
承尾柔細。而饒密
如
二
白綿
一。（ハ）
尾魁
襛
而如
レ
甲。
其箭像町像尾者。
不
レ
関
二
吉
凶
一。或曰。箭像尾者良揚。
 搉
 而論不
二必吉
一也。
　　
（イ）の「本末倶に
襛
」くというのは同じく「相別体法」の次
の「嘴」 、 「頸」 、 「爪」それぞれについ の記載からその意味が解される。　　
凡嘴者。欲下
本
0
襛
0
末細
00
。黒而潤澤。上嘴似
二
鸚鵡
一。吻上狭。
下大。下嘴直而廣開上。
　　
凡爪者。欲二本末
00
襛
0
細
0
。上隆下平。黒而潤澤。
　　
凡頸者。欲
三襛長短與
レ體相称、其上隆起如
二卵子
一。
　
まず、 「嘴」と「爪」にも見えるように、 「本」と「末」は対応し、
体の中央部に近い部分と、体の末端をいうものと解される。
 
　「本末倶襛而強直」の「襛而」は、 「嘴」 「爪」についての記載から、
「細」いに対応する意味と解される。さらに、 「頸」の記載からは、 「長短」 、長さに対応する頸の太さ（幅）をいうものと解されるだろう。また、 「爪」の記載からも、 「上隆下平」と見える垂直方向に対応する、水平方向の幅をいうものと解される。　
これらのことから、 （イ）の「欲
二本末倶
襛
而強直
一」は、尾羽の
幅が、本末ともに「襛」く、すなわち幅の変わらない強く真っ直ぐであることをいう のと見做 れる。　
さらに、 「相別体法」の解説の手順にしても、まずその長さや幅
といった形態をいい、その後「黒而潤澤」 （嘴・爪）のよう 、色彩等を う叙法からも、斑 解することも可能であろう。　
なお、 （ロ）の「承尾」は、 『新修鷹経』記載の「良鷹對體」図に
よると、鷹の正面から見た脚の付け根部分、 （ハ）の「尾魁」も同じく「良鷹軒羽體」図によると 鷹の背面から見た、尾羽の付け根あたりのことを指している。　『新修鷹経』の「着
レ
鈴繋法」には、鷹の尾に鈴をつける部位に
ついて、 「尾ノ本ヨリ末第二ノ斑文ノ末端ニイタルヲ度トス とも見える。　
これらのことより、ニ『袖中抄』が、 「町かたとは田の町のやう
によこざまにうるはしうきりたるなるべし というように 「箭像尾町像尾」は、ともに斑の切り方と解する が穏当であろう。つまり、 「箭形尾」は、 「尾のふ 矢の羽のやうにさがりふにきりたる」 （ロ『奥義抄』 ）尾、そして「町像尾」は「田の町のやうによこざまにうるはしうきりたる」尾（ニ『袖中抄』 ）とな 。　
二つの相違は、鷹の尾の斑の切り方の方向性と解されよう。
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叙上のように、家持にとっての鷹の要件である、 「矢形尾」の鷹
とは、尾羽の斑についていうものであり、斑が矢の形のように、八の字に切れている尾をもつ「形容美麗」な鷹の様態をいったものと解される。
花井しおり
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